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垣告ま記

1992年（平成4年）3月1日発行 

社会たラIIxx11 心にスマツシコ 
'92いいづか国際車イステニス大会（'92 ジャパンオープン）について 

(5月27日～31日） 

今年も開催されますいいづか国際車イステニス大会の本試合会場に金田公園（仮称） 

テニスコート（ハードコート4面）が決定されました。 

また、全体レセプションに金田町の郷士芸能の出演依頼がなされました。 

したがって、金田町としましては会場受け入れ決定後、ただちに担当課であります社会教育 

課を軸に文化連盟・体協・福祉課など、関係課・団体と連携を密にして 「ジャパンオープン」 

成功に向けた連絡調整にあたります。 

なお、昨年に引き続き国際交流の一環でありますカナダ選手（主として）との国際交歓会が 

実施されることも当然予想されます。 
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「 文化講演会 「この道しかなかった」文化講演会 「この道しかなかっ た」 

~ 佐賀にわか 筑紫 美主子さん  ~ 

~ 日時 3月30 日旧）午後1時から ~ 

~ 場所 金田町総合会館 入場無料 ~ 

i 主催 金田町中化連盟 後援 金田町教育委員会 i 
I 協賛 金田町青少年育成町民会議 容0947 (22) 2200代 ~ 
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就
職
し
た
ら
国
民
年
金
に
届
出
を
 

20
 

才
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん
 

就
職
し
た
ら
国
民
年
金
に
も
届
 

出
を
。
 

国
民
年
金
に
は
、
も
う
加
入
 

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
よ
ね
。
 

春
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
、
 

真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
固
め
 

て
出
勤
さ
れ
る
方
も
多
い
こ
と
 

で
し
ょ
う
。
新
し
い
環
境
、
新
 

し
い
人
間
関
係
と
、
と
に
か
く
 

頭
の
中
は
会
社
の
こ
と
で
い
っ
 

ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
 

れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
の
届
 

出
を
ど
う
か
お
忘
れ
に
な
ら
な
 

い
よ
う
に
。
学
生
の
間
は
、
第
 

1
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
 

金
に
加
入
し
て
い
た
わ
け
で
す
 

が
、
会
社
や
役
所
等
に
就
職
す
 

る
と
、
第
2
号
被
保
険
者
（
厚
 

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加
 

入
者
）
と
な
り
、
国
民
年
金
の
 

種
別
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
国
 

民
年
金
係
へ
届
出
が
必
要
に
な
 

り
ま
す
。
印
鑑
、
会
社
や
役
所
 

か
ら
交
付
さ
れ
た
健
康
保
険
証
 

年
金
手
帳
を
持
っ
て
国
民
年
金
 

係
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
 

届
出
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
国
 

民
年
金
の
保
険
料
と
厚
生
年
金
 

保
険
や
共
済
組
合
の
保
険
料
を
 

一
一
重
に
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

く
な
り
ま
す
よ
。
な
お
、
卒
業
 

後
、
家
業
を
手
伝
う
と
い
っ
た
 

自
営
業
者
に
な
る
方
な
ど
、
厚
一
 

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
一
 

入
し
な
い
方
は
引
続
き
第
1
号
 

被
保
険
者
で
す
の
で
届
出
は
必
一
 

要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
保
険
料
 

九
千
七
百
円
に
 

4
月
か
β
 

自
営
業
や
農
業
、
漁
業
あ
る
 

い
は
学
生
の
方
な
ど
、
国
民
年
 

金
の
第
1

号
被
保
険
者
の
保
険
 

料
は
4

月
か
ら
月
額
9
7
0
0
 

円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
 

額
に
つ
い
て
も
、
完
全
自
動
物
 

価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
三
・
四
％
 

増
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
 

国
民
共
通
の
基
礎
年
金
は
、
皆
 

さ
ん
の
納
め
た
保
険
料
の
積
立
 

金
、
厚
生
年
金
保
険
料
等
の
加
 

入
者
の
保
険
料
の
積
立
金
や
そ
 

の
運
用
利
息
、
国
の
負
担
金
で
 

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
 

た
の
保
険
料
は
、
お
年
寄
り
や
 

障
害
者
や
遺
族
の
方
々
の
年
金
 

の
貴
重
な
財
源
で
す
。
そ
し
て
、
 

あ
な
た
も
い
つ
か
は
年
金
受
給
 

者
と
な
り
ま
す
。
年
金
制
度
は
 

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
。
世
 

代
間
に
お
い
て
、
公
平
に
バ
ラ
 

ン
ス
を
図
り
加
入
者
に
急
激
な
 

高
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
 

l 国 民 年 金 

ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
塾
（
仮
称
）
 

構
想
は
（
1
) 

意 

義 
核
家
族
が
進
 

行
し
 
親
か
ら
 

子
、
子
か
ら
孫
 

へ
の
伝
承
、
共
 

同
生
活
す
る
知
 

恵
や
機
会
が
失
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

同
時
に
高
度
の
 

情
報
化
や
生
活
 

ス
タ
イ
ル
 
（生 

活
の
仕
方
・
生
 

き
方
・
暮
し
ぶ
 

り
）
の
個
性
化
 

や
多
様
化
に
よ
っ
 

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

（
共
同
生
活
、
 

地
域
社
会
）
に
 

お
け
る
ふ
れ
あ
 

い
や
地
域
へ
の
 

関
心
が
低
下
し
 

て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
ふ
る
 

福
岡
工
大
付
 

さ
と
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を
 

育
む
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
 

の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
 
「ふ 

れ
あ
い
ふ
る
さ
と
塾
」
を
建
設
 

し
、
施
設
を
支
え
る
人
づ
く
り
 

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
地
域
の
連
 

帯
感
に
よ
っ
て
新
し
い
力
を
生
 

み
出
す
）
の
形
成
に
努
め
地
域
 

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
 

け
ま
す
。
 

目 

的 
「
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
塾
」
は
 

年
令
性
別
の
異
な
る
児
童
生
徒
 

を
一
定
の
期
間
に
わ
た
っ
て
あ
 

ず
か
り
、
共
同
で
生
活
し
宿
泊
 

し
自
炊
生
活
を
さ
せ
な
が
ら
学
 

校
に
通
わ
せ
る
施
設
で
す
。
町
 

内
の
全
て
の
児
童
生
徒
が
体
験
 

を
持
つ
よ
う
に
し
ま
す
。
 

m
共
同
生
活
や
自
然
体
験
・
農
 

業
体
験
を
通
じ
て
生
活
の
知
 

恵
を
学
び
思
い
や
り
の
心
、
 

物
に
対
す
る
感
謝
の
心
を
育
 

て
ま
す
。
 

②
自
然
の
中
で
動
物
を
飼
い
畑
 

を
耕
し
、
野
菜
を
作
る
体
験
 

に
よ
り
自
力
で
生
活
を
す
る
 

自
立
心
を
育
て
ま
す
。
 

⑧
地
域
の
歴
史
や
文
化
伝
統
芸
 

能
な
ど
を
地
域
に
学
び
生
活
 

を
豊
か
な
も
の
に
し
て
ふ
る
 

さ
と
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
 

て
ま
す
。
 

④
新
し
い
時
代
に
適
応
で
き
る
 

よ
う
に
、
国
際
交
流
の
場
と
 

し
て
広
く
世
の
中
を
み
つ
め
 

さ
せ
国
際
感
覚
の
豊
か
な
子
 

供
を
育
て
ま
す
。
 

※
「
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
塾
」
は
 

多
く
の
児
童
生
徒
に
自
然
生
 

活
を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
楽
し
 

く
学
び
楽
し
く
遊
ん
で
も
ら
 

え
る
交
流
の
場
と
し
て
活
用
 

し
た
い
で
す
。
 

も
う
一
度
行
き
た
い
「
ふ
れ
あ
い
 

ふ
る
さ
と
塾
」
に
な
る
よ
う
に
。
 

上
野
明
宏
一
一
塁
手
（
金
田
中
出
身
）
 

毎
年
段
階
的
に
保
険
料
が
引
き
 

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
 

納
付
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
 

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

国
民
保
険
証
の
 

切
り
替
え
を
ノ
 

現
在
の
国
民
健
康
保
険
証
の
 

有
効
期
限
は
今
年
3
月
末
日
と
 

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
四
 

年
度
の
新
し
い
保
険
証
と
の
切
 

替
手
続
を
、
次
の
通
り
行
い
ま
 

す
の
で
、
期
間
内
に
切
替
を
終
 

え
て
く
だ
さ
い
。
 

記
 

切
替
期
間
 

3
月
 25 

日
、
4
月
 10 

日
 

切
替
場
所
 

役
場
国
保
年
金
係
窓
口
 

持
参
す
る
も
の
 

o
旧
保
険
証
 

o
印
 

鑑
 

o
未
納
保
険
料
が
あ
る
人
に
 

つ
い
て
は
そ
の
保
険
料
の
 

支
払
分
 

春
の
セ
ン
バ
ツ
出
場
ク
 

】
守
り
勝
つ
“
 
野
球
の
屋
台
骨
を
支
え
る
一
人
で
セ
カ
ン
ド
の
 

守
備
位
置
に
つ
く
表
情
に
は
余
裕
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。
新
チ
ー
 

ム
に
な
っ
て
の
本
塁
打
四
本
は
チ
ー
ム
ト
ッ
プ
。
三
振
も
多
い
 

が
、
そ
れ
は
。
ハ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
1
番
バ
 
ッ
タ
ー
の
証
明
で
も
あ
 

り
ま
す
。
盗
塁
や
三
塁
打
も
多
く
、
機
動
力
を
使
っ
た
攻
め
の
 

核
に
な
っ
て
い
ま
す
。
甲
子
園
を
駆
け
る
日
は
近
い
／
 

老
齢
福
祉
年
金
 

4
月
も
証
 

今
度
の
老
齢
福
祉
年
金
は
、
 

4
月
 13 

日
囲
以
降
受
け
取
る
こ
 

と
が
で
き
ま
 

す
。
年
金
を
 

受
け
取
ら
れ
 

ま
し
た
ら
、
 

国
民
年
金
証
 

お
ト
ク
な
前
納
を
 

書
の
提
出
月
 

」
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

」
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一 

一
 

一
 

」
 

一 

書

を

忘

れ

 

ず

に

国

民

 

年
金
係
へ
 

提

出

し

て

 

く
だ
さ
い
。
 

後
日
、
8

月
に
受
け
ら
れ
る
額
 

を
記
入
し
て
お
返
し
し
ま
す
。
 

、

、

ー

、

国

民

年

金

保

険

料

 

飲
碑
鶏
 

そ
、
フ
 

ふ×ノ「 

平成4年4月から平成5年3月までの1年間の前納額等 

月々納めた場合① 前納額② 割引額①―② 

― 般 の 方 116,400円 113,590円 乙810円 

付加保険料も納めている方 121,200円 111,270円 2,930円 

佐賀にわか 筑紫 美主子さん 
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1992年 （平成4年） 3月弥 生（ゃよい）March 
日 曜日 時 間 場 所 催 し も の ・ 行 事 お問い合わせ先 ご家庭での予定 備 考 

1 日
 

: 広報『カナダ』 3月号発行 企 画 開 発 課

田川の明日を考える30人委員会 

税 務 課 賦 課 係 

議 会 事 務 局 

ふ 建設省遠賀川工事事務所調査課

至 金 田 小 学 校 

邑  金 田 中 学 校

カ 福祉課環境衛生係 
ナ ，、 ， ，」, プ ノ山 “．Iョ三1 
多  ひ ら ばる 幼稚園

ま  金 田 中 学 校

喜 福祉課環境衛生係 

く 
互 庄内面教育委員会 
ノ 
じ 

シ  と」ニ フペ 万 働 課

J  金 田 中 学 校

下 企 画 開 発 課 
チ 金 田 中 学 校 

去 
一  上 金 田 保 育 所

事 金 田 中 学 校 

号 
く 

皇 税 務 課 賦 課 係 

買 
会 金 田 対 学 校 

シ  ひ ら ばる 幼稚園

ヌ 金 田 中 学 校 
I 

乏 
マ 税務 F・ 賦課 係 
集 社 会 教 育 課 

育 
雲  金 田 小 学 校

晶  金 田 保 育 園

豊 金 田 中 学 校 

萎  住民課国保年金係

具 上金田・神崎保育所，宝見保育園

ど 福 祉 課 福 祉 係 

~調 
真  福祉課環境衛生係

笑  金 田 中 学 校

検 福祉課環境衛生係 
討 

金 田 保 育 園

社 会 教 育 課 

社 会 教 育 課 

水 道 課 

国士緑化運動強期間（-'5 月）春の全国 

火災予防運動・全国山火事予防運動・車輸 

火災予防運動・建築物防災週間（-'7日） 

:

13 : 30 '-' 16 : 30 田川青少年文化ホール 「繊駐化フオーラムJ-'ffl川凋昨向かって熱き馳精ろう～ 

2 月 】 税 務 課 賦 課 係 平成4年度固定資産税縦覧開始（-'21日） 

3 火 : 役場二階議員控室 議会運営委員会 ひな祭り 耳の日 

4 水 
13 : 00 - 16 : 30 直 方 い こ い の 村 「河川整備と水辺への期待」講演会 

10 : 20 --' 12 : 00 金 田 小 学 校 講 堂 六年生を送る会 

5 木 
【 金 田 中 学 校 1・2年生期末テスト（-'7日） 

＊啓塾（けいちっ）13 : 30 ~ 14 : 30 宇 都 宮 医 院 麻しん（はしか）予防接種 

6 金
 

: 丸 山 公 園 お別れ遠足 

:  県立高校予想問題テスト 

13 : 30 ' 14 : 30 吉 田 医 院 麻しん（はしか）予防接種 

7 土 ~ ' 
． ■ 消防記念日 

8 日 13 : 00 - 16 : 30 庄内町生活体験学校 第3回蛎繊学校シンボジウムテーマ「今、生辞騨如繰を考える」 国際婦人デー 
9 月 

' ~ 

. . 

10 火
 

13 : 30 - 15 : 00 役場二階議会議事堂 農業委員会 農山漁村婦人の日
:  県立高校入試説明会 
: 広報『カナダ』 4月号原稿メ切

11 水 : 県 立 高 等 学 校 福岡県立高校入学試験 

12 木 : ~ : - - 奈良東大寺二月堂お水取り 

13 金 
10 : 00 - 12 : 00 上 金 田 保 育 所 お別れ会 

10 : 00 ~ 金田中学校体育館 卒業式 

14 土 
' ~ ' 

■ ． - 土曜閉庁（役場が休みの土曜日） 

15 日 : - 浬梁会（ねはんえ） 
16 月 : 税 務 課 賦 課 係 住民税の申告および所得税の確定申告メ切 
17 火 

' ~ ' 

. . - - 彼岸入り 
18 水 10 : 00 - 金 田 り ト 学 校 講 堂 卒業式 

19 木 
10 : 00 -' ひ ら ば る 幼 稚 園 卒園式 

: 福岡県立高校合格者発表

20 金
' ~

■ ■ 春分の日 東京国立博物館開設

記念日 上野動物園開設記念日:

21 土 】 税 務 課 賦 課 係 平成4年度固定資産税縦覧最終日 

22 日 8 : 30 j-' 13 : 00 町 民 会 館 綱弓は大会 放送記念日 
23 月 】 - - 世界気象デー 彼岸明け 

24 火
 

10 : 00 - 金 田 小 学 校 講 堂 修業式（春休み～4月5日） 

9 : 30 -' 金 田 保 育 園 卒園式 

10 : 00 - 金田中学校体育館 修業式（春休み～4月5日） 

25 水
 

8 : 30 - 17 : 00 住民課国保年金係 国民保険証切替（~4月10日） 

電気記念日

9 : 30 ~  卒園式 

10 : 00 - 15 : 00 役 場 二 階 集 会 室 心配ごと相談（相談員 辰島浪人氏 他） 

26 木 
' ~ ' 

‘ ． - 
~-

27 金
 

10 : 00 - 11 : 00 役 場 二 階 集 会 室 乳児相談 
】 社会教育総合センター 生徒会幹部研修（'-'29日） 

10 : 00 - 12 : 00 総 合 会 館 健康教室 

28 土
 

:  土曜閉庁（役場が休みの土曜日） 

9 : 30 -' 金 田 保 育 員 修了式 
: 夜須少年自 然の家 金田町子ども会リーダー講習会（'-'30日）

29 日 : 

30 月 13 : 00 ~ 総 合 会 館 文化講演会『この道しかなかた』筑紫美主子 

31 火 : 綿 務 課 会 計 係 2月分水道料金納付期限日 学校教育法公布記念日 

＊〔ひとくちメモ〕 太陽の黄道上の位置（黄経）によって、 1年を24（各15日）に区分した中国伝来の陰暦の季節区分を二十四気といい、そのうち太陽黄経345度のときが 啓塾 です。陽暦では、3月6日ごろになり、春分のころが太陽黄経0度です。 

備考欄の月間、旬間、週間はそれぞれーケ月間、十日間、一週間をとうして実施されます。 

〇ご注意ください。網かけの日 は、すべて役場が休みの日 です。 
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了
た
利
用
し
や
引
H
v
 

2
月
1

日
に
、
平
成
筑
豊
鉄
 

道
金
田
駅
に
駅
裏
（
昭
和
町
）
 

よ
り
各
ホ
ー
ム
に
通
じ
る
跨
線
 

橋
が
開
設
し
ま
し
た
。
 

堀
川
地
区
や
神
崎
地
区
方
面
 

か
ら
鉄
道
を
利
用
す
る
方
々
に
 

は
、
駅
正
面
入
口
ま
で
回
わ
ら
 

ず
に
、
駅
裏
よ
り
各
ホ
ー
ム
に
 

し
た
、
 

一 

成
筑
豊
鉄
道
一
 

通
じ
る
跨
線
橋
を
開
設
し
利
用
 

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
駅
裏
に
駐
車
場
を
整
 

備
す
る
よ
う
計
画
し
て
お
り
、
 

益
々
便
利
に
な
り
ま
す
。
 

平
成
筑
豊
鉄
道
を
お
気
軽
に
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

y
要なノ 

3
月
定
例
町
議
会
が
 

始
ま
り
剥
し
た
 ノ

 

3
月
定
例
町
議
会
は
、
平
成
 

4
年
度
（
今
年
4

月
1

日
か
ら
 

来
年
3

月
 31 

日
ま
で
）
の
政
策
 

や
や
予
算
を
決
め
る
極
め
て
重
 

要
な
も
の
で
す
。
 

と
り
わ
け
、
町
と
し
て
は
平
 

成
4
年
度
を
 
「
ま
ち
づ
く
り
元
 

年
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
ハ
ー
 

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
る
新
 

し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
着
手
 

す
る
予
定
で
す
。
 

こ
の
広
報
が
み
な
さ
ん
の
お
 

手
元
に
届
く
頃
は
、
議
会
も
終
っ
 

て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
ど
な
た
 

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
よ
。
 

ぜ
ひ
、
ど
う
ぞ
。
 

一
般
健
康
相
談
 

開
設
の
変
更
 

現
在
、
田
川
保
険
所
で
は
毎
 

週
月
曜
日
（
午
後
）
と
木
曜
日
 

（
午
前
）
に
（
一
般
健
康
相
談
）
 

を
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
4
 

月
1

日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
 

と
な
り
ま
す
。
 

毎
週
木
曜
日
9
時
、
 10 

時
 30 

分
 

日 場 対 

時 所 象 

「

一

 

1111
ロ
 

四
月
三
日
（
金
曜
日
）
 

10 

ー
 11 

時
 

田
川
保
健
所
会
議
室
 

二
歳
ー
三
歳
ま
で
の
 

幼
児
と
そ
の
母
親
 15 

組
 

内 

容 

歯
の
大
切
さ
に
つ
い
 

て
の
話
 

カ
ラ
ー
テ
ス
タ
ー
に
よ
る
歯
 

垢
の
チ
ェ
 
ッ
ク
及
び
歯
ブ
ラ
 

シ
指
導
 

保
 
健
 
所
 

よ
 
り
 

む
し
歯
予
防
 

教
室
の
開
設
 

こ
の
た
び
保
健
所
で
は
、
 

一 

歳
、
三
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
 

母
親
を
対
象
に
む
し
歯
予
防
教
 

室
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

~ハノ~ノ~ 

（
担
当
は
歯
科
医
師
・
歯
科
 

衛
生
士
）
 

現
在
、
幼
児
が
使
用
し
て
い
 

る
歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て
き
て
く
 

だ
さ
い
。
 

申
込
方
法
 

電
話
の
み
（
申
 

込
 15 

名
で
締
切
り
ま
す
）
 

連
絡
先
 

田
川
保
健
所
予
防
課
 

予
防
係
 

曾
岡
0
6
6
6
 

船
員
遺
族
の
 

み
な
さ
ん
ハ
 

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
 

の
殉
職
船
員
遺
族
へ
援
護
金
が
 

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

支

給

期

間

 

支 

出
生
か
ら
高
等
 

学
校
を
通
常
の
期
間
に
よ
 

り
卒
業
す
る
ま
で
 

給 

額 

一
人
8

千
円
 

（
月
額
）
 

入
学
記
念
品
代
と
し
て
 

小
学
校
入
学
 

3
万
円
 

中
学
校
入
学
 

1
万
円
 

高
等
学
校
入
学
1

万
円
 

問
い
合
わ
せ
 

助
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
 

〒一 
〇

一

 

一 
東
京
都
千
代
田
区
 

麹
町
4
1
5
 

海
事
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
 

曾
0
3
(
3
2
3
4

)
0
6
6
2
 

働
 
き
な
が
ぶ
国
剖
」
ョ
刀
ー
ー
 

ー
 

ー
 

ー
 

ー

定

時

制

高

校

 

平
成
4

年
度
田
川
地
区
定
時
 

制
高
等
学
校
（
夜
間
）
の
生
徒
 

補
充
募
集
を
行
い
ま
す
。
 

募
集
定
員
 

田
川
司
尚
校
（
普
通
科
）
 

西
田
川
高
校
（
普
通
科
）
 

と
も
に
一
年
生
若
干
名
 

検
査
科
目
 社

会
・
数
学
・
理
科
 

21 

日
田
、
 25 

日
困
 

受
検
料
6
0
0

円
 

受
付
時
間
 

日
 

田
川
東
 

西
田
川
 

14 

時
、
 20 

⑩
時
 

14 

時
ー
 18 

⑩
時
 

一
尋
犬
学
生
募
集
 

一 

日
本
育
英
徐
 

国
の
育
英
奨
学
事
業
を
行
っ
 

て
い
る
日
本
育
英
会
で
は
、
各
 

公
私
立
高
等
学
校
の
全
学
年
の
 

生
徒
を
対
象
に
 
「
高
等
学
校
奨
 

学
生
」
 
の
募
集
を
、
そ
し
て
、
 

平
成
4

年
度
の
中
学
3
年
生
在
 

籍
者
を
対
象
に
 
「
進
学
後
の
奨
 

学
金
貸
与
を
予
約
」
平
成
5
年
 

度
奨
学
生
採
用
候
補
者
募
集
も
 

併
せ
て
行
い
ま
す
。
 

o
出
願
期
間
及
び
対
象
者
 

⑥
高
等
学
校
奨
学
生
 

…
高
校
全
学
年
 

（
募
集
は
4

・
9
月
年
2
回） 

⑥
高
校
・
高
専
予
約
奨
学
生
 

…
中
学
3
年
生
 

（
募
集
期
間
は
5

、
6

月
）
 

世界一流の選手たちか’ 

世界で8戦行われるパラグライダーワールドカップの第一戦 

が、 『風の王国・福岡県』にやってきます。また、メイン会場の 

北九州市皿倉山では、パラグライダーの体験飛行をはじめ各種イ 

ベントが実施されます。 

3月27日～4月5日 

皿倉山 平尾台 福智山 耳納山 米の山 

第ー回パラグライダー国際大会実行委員会事務局 

冒093一（582) 3 8 7 6（北九州市役所観光課） 

※天候によって、当日会場が決まります。 

この大会は、福岡県全域の長競離レースのため、選手 

が途中、緊急着陸することもありますので、次のことについて 

ご協力をお願いします。 

1 ．選手が携帯している着地証明書にサインをしてください。 

2 .選手を見かけた時は、最寄りの駅へ案内してあげてください。 

3 . ケガをした選手を見かけた場合、119番へ連絡をお願いしま 

日 程 

会 場 

連絡先 

お願い 

す 

なお、ご協力いただいた方には、記念品を実行委員会より進 

呈いたします。 

1992 PARAGLIDING 

WORLD CUP/JAPAN 

一／ノ警察へのお問い合わせは、× 

、 次のところに／ 

◇警察総合電話とは 

各種の警察相談を福岡県警察本部総 

合相談室に設置した電話で受付けます。 

プッシュ式 ＃91 10 

ダイヤル式 092-641-9110 

〇暴力相談に関する御相談は 

☆暴力追放福岡県民会議092一651一8938 

FAX 092一651一8988 

暴追ダイヤル092 -631-4427 

〇覚せい剤の相談は 

☆ホワイトテレホン092 -641-4444 

〇悪徳商法の相談は 

☆悪徳商法110番092 -622一0705 

〇子供のことで悩んでいる方は 

☆ヤングテレホン 田川 44-0579 

〇運転免許の手続きは 

☆テレホンサービス0948-82- 3131 

〇道路交通情報は 

☆福岡交通情報センタ- 092-651-1331 

☆北九州交通情報センタ- 093-582-1331 

〇交通事故の損害賠償の相談は 

☆交通事故相談所092一622一0403 

学
力
検
査
 

（
最
終
 25 

日
の
み
O
内
ま
で
）
 

土
曜
日
は
、
開
始
時
間
が
 

田
川
東
 

17 

時
、
 20 

時
 

西
田
川
 

17 

時
、
 20 

時
 

力
検
査
 
26 

日
困
 

9
し
卸
分
集
合
 

10 

時
開
始
 

合
格
発
表
 
27 

日
囲
 

田
川
東
 

10 

時
 

西
田
川
 

13 

時
 

合
格
者
説
明
会
 

田
川
東
 

西
田
川
 

問
い
合
わ
せ
 

田
川
司
 

西
田
川
 3027 

日日 
（月）囲 

17 

時
 

17 

時
 30 

分
 

容
岡
3
0
1
5
 

容
岡
0
3
1
3
 

o
奨
学
金
貸
与
月
額
 

⑥
公
立
高
校
 

1
、
2

年
生
1

万
2

千
円
 

3
 
年
 
生
1
万
1
千
円
 

⑥
私
立
高
校
 

1
、
2

年
生
2

万
4

千
円
 

3
 

年
 

生
2

万
3
千
円
 

o
返
還
方
法
 

貸
与
終
了
後
、
 

所
定
の
期
間
内
に
年
賦
で
。
 

o
申
込
先
 

在
籍
す
る
高
校
 

中
学
の
担
任
の
先
生
へ
 

o
問
 
合
 
先
 

日
本
育
英
会
福
岡
県
支
部
 

福
岡
市
博
多
区
 

東
公
園
7
1
7
 

県
庁
押
高
校
教
育
課
 

B
O
9
2

鋤
1
1
1
1
 

ま
た
は
、
高
校
・
中
学
 

校
の
担
任
の
先
生
 

W

立
福
岡
高
等
技
術
 

専
門
学
校
ノ
 

生
徒
募
集
ノ
 

一
募
集
科
目
 

生
徒
募
集
 

⑥
高
卒
以
上
（
ー
ケ
年
）
 

空
調
シ
ス
テ
ム
科
 

印
刷
デ
ザ
イ
ン
科
 

電
気
設
備
科
 

⑥
中
卒
以
上
コ
ー
ス
（
ー
ケ
年
）
 

総
合
建
築
科
 

⑥
一
般
求
職
者
コ
ー
ス
 

総
合
建
築
科
（
ー
ケ
年
）
 

⑥
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
単
位
制
）
訓
練
 

（
六
ケ
月
）
 

溶
接
科
 

被
服
デ
ザ
イ
ン
科
 

受
 
講
 
料
 

問
い
合
わ
せ
 

無
料
 

本
校
 

福
岡
市
東
区
千
早
4
1
 24 

1
1
 

冒
0
9
2

鋤
0
2
6
1
 

ま
た
は
、
 

田
川
公
共
職
業
安
定
所
 

曾
岡
0
2
9
1
 

ー

 生
涯
学
習
通
信
講
座
 

春
期
受
講
生
募
集
 

N
H
K
受

園

7

 

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
 

習
通
信
講
座
春
期
の
受
講
生
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
 

の
書
道
・
硬
筆
・
俳
句
・
短
歌
・
 

囲
碁
・
介
護
福
祉
な
ど
 74 

講
座
 

1
8
7

コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。
 

申

込

受

付

 

案
内
書
請
求
 

4
月
 30 

日
ま
で
 

（
無
料
）
 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
 

冒
0
1
2
0

絢
8
8
8
1
 

ハ
ガ
キ
で
住
所
・
氏
名
明
記
 

の
う
え
、
左
記
へ
ご
請
求
を
。
 

〒
1
8
6
1
0
1
 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
 

2
1
 36 

N
H
K
学
園
 

8
E
 11 

係
宛
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讐鷺ザ陰ー 
~，、 金

「
出
公
民
館
・
ー
 

～
 

心
 

, 

‘
・
噂
 

'
 
'
 

ー
緋
、
旬
い
教
」
室
 .

 

・・ 

，
 

・ 

・
‘
"
A
 

．
二
6
一、一．、 

ーー 

・ 

事
 

市
川
 

法
子
 

・ 

二 
上」 

―
末
継
」
・
一
久
j
査， 

開
か
ん
と
野
梅
の
力
深
み
ど
ひ
一
 

冬
雲
め
ち
き
れ
飛
ぶ
ぜ
と
寒
鵬
 

《
‘
 

、 

・
原
田
 

鈴
江
《
 

‘ 

い
J
 

香
月
 
冨
子
 

紅
づ
け
て
ぶ
く
ら
む
費
春
浅
し
 
じ
新
築
に
住
む
と
き
め
き
に
梅
一
一
 

大
久
保
和
子
 

月
 

‘ 

・ 
集‘ 

耳
飾
り
揺
ら
し
春
め
く
街
に
出
・
・
 

‘ 

'.．、ー，ー 

永
尾
喜
長
江
 

.
?
;
.
,
!
i
ー 

・l
 

h与J

寒
す
ず
峨
身
替
り
地
蔵
司
掌
の
 

ン
．
）
ド
・
・
塚
本
美
樹
弥
ー
 

‘
一
議
く
み
寺
 

・」」・． 

章
・
．
考
・
 

黄
の
色
を
溶
か
し
始
「
め
し
花
菜
 

・ー 

、×いい． 

田
．
村
，
君
子
一
 

土
手
 

・ 

，
一
 

． 

ぶ
ら
ん
こ
の
空
に
大
揺
れ
日
脚
 

柳
沢
タ
ヅ
ェ
 

伸
ぶ
 

子
も
孫
も
帰
り
て
あ
と
の
冬
座
 

」
ケ
沖
田
ト
ミ
エ
t
 

敷
 

り・
 

‘、， 

、 
い
合
ふ
リ
ズ
ム
は
タ
ン
ゴ
春
・
 

柚
子
の
香
の
灰
か
に
匂
ふ
し
ま
、
 

（ 

大
堀
歯
サ
4
r

」
 

遠
し
 
‘ 

口
襲
 

い
風
呂
 

“ 

一
月
の
旅
ひ
 

花
石
か
低
る
 

め
ゆ
り
・
の
塔
に
実
 

)
 

熟と！‘ゆミ'-4 
×蕩勲Ii' 

多 
島 

ぎ’g武 

、ド潟叔こ 
ネコヤナギ 

日
比
生
利
子
 

外
套
に
嬉
し
さ
包
み
合
格
す
 

建
部
三
由
紀
 

海
寒
し
平
家
破
れ
し
波
の
音
 

池
田
 

澄
子
 

忌
に
集
ふ
兄
弟
の
灯
あ
た
た
か
 

・し 

出
水
 
月
舟
 

春
禽
の
声
湖
へ
降
り
湖
わ
た
る
 

岩
井
 
鬼
童
 

春
待
つ
や
い
つ
も
開
き
て
仏
の
 

手
 

原
 
美
恵
子
 

大
寒
の
球
児
の
走
る
白
い
群
 

房m
多
 

込
を
 

母
さ
ん
 

百
又
．
た
よ
 

D
 

一 

『
 一

 

金
田
温
水
プ
ー
ル
の
水
泳
教
 

室
の
お
か
げ
で
、
ま
っ
た
く
泳
 

げ
な
か
っ
た
の
に
 50 

m
を
 20 

回
 

も
往
復
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
 

と
水
泳
教
室
を
心
持
ち
に
し
て
 

い
る
会
員
の
方
も
い
ま
す
。
 

し
た
。
 
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
 

は
『
鉄
人
レ
ー
ス
』
と
も
言
わ
 

れ、 

21 

世
紀
の
ス
ポ
ー
ツ
と
も
 

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
泳
・
一
一
 

輪
車
・
マ
ラ
ソ
ン
の
三
部
門
か
 

ら
な
る
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
 

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
開
講
 

カ
ナ
ダ
温
水
プ
ー
ル
 

と
こ
ろ
で
、
会
員
で
ト
ラ
イ
 

ア
ス
ロ
ン
で
有
名
な
田
中
嘉
弘
 

さ
ん
が
（
全
国
各
地
の
ト
ラ
イ
 

ア
ス
ロ
ン
で
上
位
入
賞
、
別
大
 

マ
ラ
ソ
ン
に
も
出
場
し
て
い
る
）
 

が、 

『
一
緒
に
練
習
を
し
ま
し
ょ
 

う
』
と
、
水
泳
教
室
内
に
ト
ラ
 

イ
ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
が
で
き
ま
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

次
の
方
々
よ
り
、
社
会
福
祉
 

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

今
後
の
社
会
福
祉
事
業
に
有
 

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
 

ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
藤
川
 
義
臣
 

（
寄
付
金
と
し
て
）
 

o
園
月
峯
興
産
デ
ル
ダ
ス
店
 

代
表
 
月
峯
 
照
之
様
 

o
「
筑
豊
諸
川
の
炭
鉱
労
働
者
 

の
生
き
様
」
 

講
師
 
横
川
 
輝
雄
様
 

＋
よ
、
 

ス
イ
ム
（
水
泳
）
…
月
・
水
・
金
 

19 

時
 30 

分
、
 21 

時
 

バ
イ
ク
・
マ
ラ
ソ
ン
…
随
時
 

練
習
し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
せ
 

金
田
温
水
プ
ー
ル
 

冒
 
岡
5
8
6
8
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

o
故
 
斉
藤
 
ナ
ミ
子
様
 

神
崎
二
 

斎
藤
 
晃
一
 

様
 

o
故
 
吉
村
 
タ
子
 
様
 

本
町
 

吉
村
 

セ
ッ
ョ
様
 

o
故
 
吉
田
 

三
次
郎
様
 

宝
見
 

吉
田
 

国
広
 

様
 

o
故
 
由
地
 
俊
士
 

様
 

太
陽
 

由
地
 

フ
ミ
子
様
 

只
今
、
2
等
陸
・
海
・
空
士
 

募
集
中
ガ
 

今
春
、
高
卒
予
定
者
及
び
 

18 

才
以
上
、
 
27 

才
未
満
の
男
子
 

初
任
給
月
額
一
四
二
、
八
百
円
 

ボ
ー
ナ
ス
 

年
三
回
 


